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諏訪藩の鷹匠に伝来した鷹書（新出資料）について　
―鷹和歌の記載を中心に―
二本松泰子
グローバルマネジメント学部
《要旨》　
わが国における中世期～近世期の鷹狩りは、もっぱら武士たちに
よって実施された。そのため、当時の鷹狩りは武家文化の一種と見做すことができるものである。本稿では、このような としての鷹狩りの実像を理解するために、鷹書と称される鷹狩りのテキストについて注目した。すなわち、近世期に代々諏訪藩の鷹匠を務めた岡村氏に伝来した鷹書（新出資料）について取り上げ それに引用される『後京極殿鷹三百首』 『慈鎮和尚鷹百首』の本文を紹介しつつ、群書類従所収の当該書の本文との比較を通してその特徴を考察した。その結果、岡村氏 鷹書に見える鷹和歌は恣意的な要素が強く、鷹匠にとって鷹和歌集の伝来は本文があまり重視されない形骸化し ものであることが確認できた。また、鷹匠を介して鷹和歌集 テキストが伝播す
る新たな一事例を示すこともできた。はじめに　
わが国における放鷹の歴史は古く、古墳時代にはすでに鷹狩りが普
及していたとされる。その長きにわたる伝統において、鷹狩りを実施する主催者や目的は時代ごとに変遷する。た えば、平安時代においては、野行幸がたびたび催されたほか、正月の大臣家大饗で御鷹飼渡が実施され など、天皇や貴族たちが儀礼的な要素を持つ鷹狩りを行っていた。一方、鎌倉・室町 以降 なると、鷹狩りに従事するのはも ぱら武士と る。彼らの鷹狩りは れまでの儀礼的な のとは異なり、技芸の一種 して発展し 。その結果、中世以降における武家流の鷹狩りには、そ に伴う文化事象が多彩に発生する。中近世
【論文】
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期における鷹狩りは、武家文化の一環として盛んになった。　
本稿では、このような中近世期に隆盛した武家流の放鷹文化にまつ
わる事象のうち、鷹書と称する鷹狩りの伝書に注目する。鷹書とは、鷹に関する説話・縁起等の物語伝承や、鷹狩りについ の実技的な知識等を記載した書物のことである。これらのテキスト類が、当時の放鷹文化の粋を表象したも であること すでにこれまでの拙論においてたびたび言及してきた（注１） 。その成果を踏まえて、本稿では、中近世期の 狩りの主流を担った武家 鷹匠の存在に特に注目し、彼らに伝来した 書の記載内容について考察する。具体的 は、近世期の諏訪藩に仕え 鷹匠 岡村氏 伝来した新出のテキストについて取り上げ 本文を紹介しつつ、その特徴を明らかにする。それよって、当時の武家文化と ての鷹狩りの実像を探る手掛かり ひとつを提示したい。　
㈠
　
岡村氏の鷹書―鷹和歌その①―
　
先述のように、本稿において取り上げる鷹書は、諏訪藩の鷹匠を世
襲した岡村氏伝来のテキストである。同氏が諏訪藩 匠を勤めたことが確認できるのは、第四代藩主の諏訪忠虎・第五代 主の諏訪忠林の治世の頃から幕末に至るまでである（注２） 。稿者は、二〇一八年の十一月に当家の最後のご当主に当たる岡村知能氏のご厚意により、同家に伝わる鷹匠文書（ 「鷹日記」十冊及び鷹書二冊）を閲覧・調査させていただく機会を得 。それらのすべての書誌についてはすでに別稿において報告した（注３） 。さらに、それらの鷹匠文書に含まれ
る二冊の鷹書のうち、より文芸的な言説を多く記載する方のテキストを取り上げ、その叙述内容についても検討し、報告した（注４） 。本稿においても引き続き同じテキストについても考察を進める。まずは、別稿に挙げた報告と重複するが、当該テキストの書誌を左記に掲出する。　　
 『諏方流鷹書』 （外題）…改装
(
もともとの冊子の外側に別紙の表
紙有り
) 。縦
28・２㌢×横
19・
8㌢。外側の表紙中央に「諏方流鷹
書」
(
ウチツケ書き
) 、内表紙中央に「諏方流故竹鷹秘書」
(
ウチ
ツケ き
) 、一丁表冒頭に「諏方流故竹書」
(
巻首題
) 。外側の表
紙見返しに「鷹
ノ
流
キ
／鷹左右
諏方流
／鷹成
下諏方流
／鷹匠
□□流
／鷹翁
行平流
／鷹
常
宇都宮流
／鷹生
根津流
」 。袋綴。全三十二丁。外側の裏表紙見返しに「親
子兄弟タリトモカタク貸事／無用
ニ
可致候也
　
岡村氏」 、内側の
裏表紙見返しに「右此書鷹之秘書
タリ
／不可有他見者也但／親子
タリトモ
　
スカサル人者尚又／一見無用也／岡村氏久敷」 。
　
また、当該書における半葉ごとの行数及び文体の体裁は以下のⅰ～
ⅴの項目に分けられる。さらには、そのような書誌的な表記の相違に対応して内容も異なっていることから 下記の項目において、 《
　
》
内に該当する叙述内容の概略を示す。ⅰ
　
一丁表～八丁表＝半葉十行、漢字平仮名交じり文。 《鷹説話》
ⅱ
　
八丁裏～十丁表二行目＝半葉九行～十一行、漢字平仮名交じり
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文。 《鷹の尾の名について、鷹の指の名・毛の名・符の名について、家を出る時の呪文・口餌をひかするときの哥・鈴さす時の哥につい 》
ⅲ
　
十丁表三行目～十四丁裏＝図解、漢字平仮名交じり文。 《鳥柴と
贄懸けの方法についての図解》
ⅳ
　
十五丁表～十八丁裏＝半葉八行～十行 カタカナ交じり文。
《鷹の薬の処方》ⅴ　
十九丁表～三十丁裏＝半葉十行～十三行、漢字平仮名交じり文。
《鷹和歌
( 『後京極殿鷹三百首』 『慈鎮和尚鷹百首』より引用
) 》
　
以上のうち、ⅰ～ⅳの叙述内容については、他の鷹書において類似
する記述が確認できることを先述の報告において指摘した（注
5） 。
本稿では、残りのⅴ十九丁表
(
十八丁裏九行目
)
～三十丁裏に見える
鷹和歌の部分について取り上げる。当該部分は、 【前半】＝十八丁裏九行目～二十七丁表四行目と【後半】＝二十七丁表五行目～三十丁裏十二行目に分けられ それぞれ異な 鷹和歌集から引用して る。すなわち、前半部 は『後京極殿鷹三百首』 、後半は『慈鎮和尚鷹百首』から引用された本文となっているのである。なお、 「後京極殿」は九条兼実の次男である摂政藤原良経 「慈鎮和尚」は 同じく九条兼実の弟の天台座主慈円のことである。　
まずは【前半】の『後京極殿鷹三百首』から 引用部分について検
討する。 『後京極殿鷹三百首』については、遠藤和夫
(
注６
)
や山本
一
(
注７
)
などによる先行研究があり、当該の鷹和歌集には多数の伝
本が現存していることが報告されている。ここでは、多数ある伝本の中から相対的に早くから知られた群書類従所収本の本文を取り上げ、岡村氏の鷹書に見える当該本文と比較してその特徴を確認する。以下に両書における当該本文の対照表を挙げる。歌順
岡村知能氏所蔵『諏方流鷹書』
歌順
群書類従第十九輯所収『後京極殿鷹三百首』
鷹四季のうた
　
攝政家二百首
／
後京極殿鷹三百首
春
　
五十種
春部五十首
1
立春のあしたの山を諏れは雪間も遠くかへる白鷹／
（
1）
立春のあしたの山をなかむれは雪まも遠く出る白鷹
2
春草を分入羽風青けれは鷹ともしらすたゝぬ村鳥／
（
2）
春草にわけ入羽色靑けれはともしらすたゝぬ村鳥
3
なかめやる花の梢にゐる鷹は木の本ふ の鳥や知らん／
（
3）
なかめやる花の梢にゐるたかはこのもとふし 鳥やし らん
4
梅かえの羽風もしるく匂ひきて霞
カスミ
を渡る墅邊の白鷹／
（
4）
梅枝の かせ しるく匂ひきて霞をわたる野へのはしたか
5
しのふなりもしすり草を分まとひ雲雀狩立墅邊の鶉／
（
5）
信夫なるもちすり草をわけ迷ひ雲雀かりたつのへのはいたか
6
はなれえぬともすり草をはひ鷹の人やりならす分テ入レ／
（
6）
離れえぬもちす 草をはい鷹の人やりならすわけてこそれ
7
雉子鳴涙 つゝ
（ママ）
らゝ解そめて
（
7）
雉子なく涙のつらゝ解そめ
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山路も遠く出るハ
ハ
し
シ
鷹／
山路をとをく出るはし鷹
8
岡のへにひとりはなれてとふ鷹のたけき心の春にそ／ありけり／
（
8）
岡のへにひ り放れて飛たかのたけき心の春にそ有ける
9
けふ睦
ム
月なかはになれは荒鷹
の山飛越て古巣にそ／いる／
（
9）
けふむ月なかはになれはあら鷹の山飛こえて古す そいる
10
菫咲墅にハ雉子 又鳴て鷹餌聲を恨こ
こ
そ
そ
すれ／
（
10）
すみれさく野には雉子の朝鳴て鷹のゑこえを恨こそすれ
11
とても身のかるましきを鳴雉子の鷹入山に草隠して／
（
11）
とてもまたのかれましきとなく雉子の 飛山 草のかけふし
12
胴氣ある鷹の心の知たくハ鏡に息をかすませ 見よ／
（
12）
とうけある鷹 心をしりたくは鏡に息を霞ませてみよ
13
霞む墅に深く入さ 鳥あらは鷹より早く犬をやるへし／
（
13）
かすむ野 ふかく入さの鳥あらは鷹より早く犬をやるへし
14
鼻氣ある鷹とおもはし下落の葉の草の匂ひきかせよ／
15
けふことに山と 越て箸鷹のかすむ末墅 日数をも／ふる／
（
14）
けふことに山飛こえては たかの霞む末野に日數をそふる
16
羽競
クラヘ
の鷹の心のたけきをハい
かなる鳥の恨はつらん／
（
15）
羽くらへ 鷹の心のたけきはいかなる鳥の恨はつらん
17
下萌の田
タ
つ
ツ
らの草を摘持て虫
さす鷹 羽をや洗ハむ／
（
16）
下もえの田つら 草をつみもちてむしさす鷹の羽をや洗はん
18
霞して野山を分てはし鷹のいかなる梢尋ゆくらん／
（
17）
霞しく野山をわけてはし鷹いかなる梢たつね行らん
19
とをにみつあまる ほめよ箸
（
18）
十に三つあまるをほめよ箸
鷹の尾の上霞む夕暮の山／
の尾上にかすむ夕くれの山
20
さきつゝくやまふき色にはし鷹のなるもふかわる習とをし／れ
（
19）
咲つゝく山吹色にはしたかなるもふかはるならひとをしれ
21
つゝし咲岩本すけの り暮しつかるゝ鷹の帰るさ 山／
（
20）
つゝし咲岩 と小菅かりくらし かるゝ鳥のかへるさの山
22
箸鷹の霞のうちに声たてゝいかなる鳥のゆかけ／み 覽／
（
21）
箸鷹の霞の中に聲たてゝいなる鳥 ゆ けみるらん
23
手はなちの鷹 心を春かけてまけかち覚えよくや／つ はん／
（
22）
たは しの鷹の心を春かけまけかちおほえよくやつ はん
24
さ衣の上も静にかすむ日はすゑこそ出れ墅邊の箸鷹／
（
23）
小衣の上毛しつかにかすむ日はすへこそ出れ野へのは 鷹
25
箸鷹のなら尾なら柴霞む日も身を置かねて雉子鳴也／
（
24）
箸鷹のならをなら 羽 すむ日はみを置かねて雉子鳴也
26
山水の霞むなかれとる落ていかなる空に鷹の飛らむ／
（
25）
山水のかすむ流にかけおちていかなる空に鷹のとふらん
27
鷹の飛夕山からす巣を出てわらふ心もうきをやハ／しる／
（
26）
鷹の飛ゆふ山 らす巣を出わらふ心やうきをしるらん
28
茜アカネ
さす春の日影の靜けきに雲
より上を鷹のとふ ／
（
27）
あかねさす春の日かけの靜けきに雲より上を鷹の飛聲
29
とふ鷹の羽風もよハくかすみきて墅へ 一木の立 はなれす／
（
28）
とふ鷹のはかせによはく霞きて野への一木を立もはなれす
30
身のしゝのつまるとみえは箸鷹にやき白灰の湯をそゝ／くへし／
（
29）
身のしゝのつまるとみえは箸鷹のやきしら灰のゆをそゝくへし
（
30）
箸鷹のよゐの毛なみの霞こそ
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ないしよ有へきならひ也けり
31
霞して山路に鳥のふすならは先鷹犬の手縄放せよ／
（
31）
霞しく山路に烏のふすならは先鷹犬の手綱ゆるせよ
32
引とむる鷹 せき緒の永き日に又くりかへし墅にも出ぬる／
（
32）
引とむる鷹 せきをの永 日に猶くりかへし野にそ出ぬる
33
ゆ（ママ）
なし毛のかひなからんや箸
鷹の霞める墅へを飛そ／兼たる／
（
33）
ゆるし毛のかいなきから 箸鷹の霞のゝへを ひそ ねたる
34
箸鷹の身よりも見えすふか雪のはる墅にあさく人の出たる／
（
34）
箸たかのみよりもみえす春の雪ふるにも野にそ人の出たる
35
降雪に春の
鵐（朱） シトゝ
を狩暮しおと
ろ柏に鷹やぬからむ
（
35）
ふる雪に春のしとゝをかりくらしおとろか下に鷹や入らん
36
長閑なる日を比そとてはし鷹の雲より高き梢にや飛／
（
36）
長閑なる日をならふとて箸鷹の雲より高き梢にやとふ
（
37）
春雨にぬるゝ翅をほし ねて梢にひとりゐたるはしたか
（
38）
下もえの草 は山に分入て小鳥なやます箸鷹の聲
（
39）
鷹かける苗代垣のかけ もあまた小鳥の忍ひ音になく
（
40）
哀にも小鳥村 聲々 春の末のにたかいとふらん
37
霞して夕の空のとまり山明行袖にすへるはし鷹／
（
41）
霞しく夕の雲の まり山明行袖にすゆるはしたか
38
村ムラ
雨サメ
の跡に一むら霞落てかす
（
42）
村雨に跡の一村露置て すむ
む上尾やおもきはし／鷹／
尾上やおもき箸鷹
39
入相の鐘母
（朱） も
のとかに聞ゆれは
かへさに成ぬ野邊の鷹飼／
（
43）
入相の鐘も長閑に聞ゆれはかへさにそなる野邊の鷹飼
40
つみとかもあらしとそ思ふ箸鷹をかすめる墅へに居出す／こゑ／
（
44）
つみにしもあらしとそおもふ箸鷹をかすめる野へに居る心は
41
はとひなき鷹のたもとを立はなれ雲雀や空に舞あ る／ん／
（
45）
羽とひなき鷹の袂を立 かれひはりや空に舞あかるらん
42
早サハ
蕨ラヒ
の手をあくるまにそれ行
か山忘せぬあら鷹そかし／
（
46）
さわら の手をあくるま それ行は山わすれせぬ新 そし
43
とりわたす桃の盃めくるまにそれ引鷹に置ゑ見せ ん／
（
47）
とりわたすもゝの盃めくるまにそれ行鷹はをきゑみせなむ
44
下水にうつろふ影も霞けり高き梢のはし鷹のこゑ／
（
48）
下水 うつろふ影 霞けり高き梢のはしたかのこゑ
45
浪の上に誰かはし を居ぬれは須广の浦けに通ふ鈴舟／
（
49）
浪の上に誰 をすへぬらんすまの浦 に聞ゆ鈴舟
46
たつ春の名残も見ゑて箸 の飛るよハく林にそいる／
（
50）
たつ春の名殘をみせて箸鷹飛かけよはく林にそいる
夏
　
五十首
夏部五十首
1
行雲に鷹の巣山やかくるらんしらぬ小鳥 麓にそ鳴／
（
1）
行雲に鷹の巣山や出ぬらんしらぬ小鳥の麓にそなく
2
茂シケ
る葉の木陰に鷹やかくるら
む嶺に烏のあまた鳴聲／
（
2）
茂る葉の木陰に鷹やかくるらん峯に烏 あまた鳴聲
3
鳥屋鷹のおとしかね る毛のあらハまとをにゑ ふ習とを
（
3）
とや鷹の落しかねたる羽のあらはまとを 餌 ふ習とをし
−45−
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／しれ／
れ
4
とや鷹のたけき心もしられけり毛なから飼るうちゑもそ／する／
（
4）
とや鷹の猛き心もしられけりけなからかへるうちゑもそある
5
片毛よ 鷹の心はしられけりもろけをさまる鳥や 内哉／
（
5）
かた毛より鷹の心はしられけりもろ おさまるとやの内にて
6
鷹のため土餌は毒と思ひしれ毛をま 残す鳥やの内にも
（
6）
鷹のために土餌は毒 思ひしれ毛をまた殘すとやの内にて
7
箸鷹のたけき心を飼馴てこそ思ひ知るれ／
（
7）
はし鷹のたけき心もにかひなれてこそ思ひしらるれ
8
大鷹の心をとやに習ハしてよき餌を求め常にかふへし／
（
8）
靑鷹の心をとやにならはしてよきゑを求めつね かふへ
9
とふ影のよハ〳
く〵見えれは鳥
屋鷹の落し兼たる尾の毛／ハしれ／
（
9）
飛影のよはくみえなんとや鷹は落しかねたる尾の毛とはしれ
10
つちゑをハ度
ド
ド々
にかさねて鳥
屋鷹に飼とも鳥の一たひとしれ／
（
10）
土餌を 度を さねてかふ鷹にかふとも鳥のひとたひとしれ
11
滋（朱） シケリ
りぬる山飛
越コエ
て箸鷹の夏
墅に深く声そきこゆる／
（
11）
しけりたる山飛越てはしたかの夏野にふかく聲そ聞ゆる
12
ねり雲雀また立かねてはひの草の上行鈴のをとかな／
（
12）
ねり雲雀又立かねて鷂の草上行鈴 音かな
13
梅の雨に立さはきぬるはしたかは梢 いつく求め行らん／
（
13）
梅の雨に立さはきぬるはしたかはいつくの梢もとめ行らん
14
橘の身より 毛色か るこそ名の有鷹のしるし也けり／
（
14）
橘の身よりの毛色か るこそ名のある鷹のしるし成けれ
15
蚊やり火をさしてハふかくいとふへし鷹のとや有磯のとなりに／
（
15）
蚊遣火をさらても深くいとふへし鷹のとやある賤かとなりは
16
夕顔の花の毛なみをまつ見せて
て
はやかハりふの架のあら／
鷹／
（
16）
夕顔の花の毛なみを先みせて毛やか りなんほこの新鷹
17
ふかハりの鷹と思はゝ鳥屋の内に りなる餌をいか から／すよ／
（
17）
ふかはりの鷹と思はゝとや内に假なるゑをはかふへからすや
18
むまれしハひとつなれ共鷹の子のすもりに残す心しらすや／
（
18）
生れしは一つ れとも鷹 なをすもりに殘す心しらはや
19
甲斐なるを巣守にをけハ の子の羽の上にこそ心 るらめ／
（
19）
かひなきを巣もりにをく 鷹の子を羽のうへに社心しるらめ
20
長雨の鷹 巣山にいとひかねかさして守るやかしは松のは／
（
20）
長雨を鷹のす山にいとひかねてかさしとやゐるかしは松のは
（
21）
村鳥のた のす山にしたしくて昔にかへる羽をやみるらん
（
22）
山出の鷹はことりをなてしこの花うちちらす羽風成けり
（
23）
さはかしく鵜の住梢見えたるは慥に鷹の巣山なるらん
21
ぬれやらて憚
（蝉カ）
の時雨の闇き日
も鷹ハ梢をわたるなりけり／
（
24）
ぬれやらぬ蝉の れ くるゝ日に鷹は林をわたる成けり
22
とや出す の日よりを撰 ら
（
25）
鷹出す鳥屋の日よりをえらひ
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は風なきまにそひらきそむへし／
なは風なきとほそ開きそむへし
23
調はぬ毛色を見せは鳥や鷹にぬくちもみちの鳥をかふへし／
（
26）
調はぬ毛色を見せは鳥屋鷹にぬくちもみちの鳥をかふへし
24
尾毛ともに調かたきと
鳥
や鷹に
能ゑを求めつねにかふへし／
（
27）
尾毛ともにとゝのひかたき箸鷹によきゑを求め常に ふへし
25
とや鷹のさのみへるハし兼てよりよハかるへし 尾の毛をハしれ／
26
もろ毛せし此鳥や鷹の手放ちに大物をたゝ心あるへし／
（
28）
もろ毛する此とや鷹の手はなしに大ものをたゝ心有へし
27
鳥や鷹にさのみ犬を
ヲ
はこのむ
ましたゝおのつからつかひ入なむ／
（
29）
とやの内にさ みは犬を好むまし唯をのつからつかひ入なん
28
鷹の人とやけをいたくいとふ事くらくかこみし習とをしれ／
（
30）
鳥屋鷹の人氣 いたく嫌ひなはくらくかこへる習とをしれ
29
餌をかふと人に馴ぬる う
う
に
たゝ此とや鷹の垣うすくせよ／
（
31）
ゑをか ゝ人になれぬ やうにたゝ此とや鷹の垣薄くせよ
30
かきうすみ風をハいとひ鳥や鷹に寒きハ毛をも落し兼つゝ／
（
32）
垣薄く風をはい へとやさむきは毛 も落しかねつゝ
31
餌を飼てかひなるゝと 鳥や鷹に心ゆかさぬや
ウ
に有へし
／
（
33）
餌をかひて飼なるゝともとや鷹に心ゆるさぬやう 有へし
32
鳥や鷹の始ハ態もつよから
（
34）
鳥屋鷹の始はわさも強からす
よハからぬやうに習ハせて見よ／
よはらぬやうにならはしてみよ
33
とや鷹にみよりたなさきかさ切の羽をハとの毛といふへり／けり／
（
36）
とや鷹にみよりたなさき風切の羽をはとの毛といふへかりけり
34
野をかける鷹の心のたけかれは夏山ふかく鳥 鳴こゑ／
（
35）
野をかける鷹の心 たけゝれは夏山ふかく鳥 なく聲
35
下涼みかるへき梢 ゐて草深き墅に鳥のみるらん
（
37）
下すゝみた き梢にゐる鷹を草ふかきのゝ鳥やみるらん
36
山もとの岩もる水の清 れは空行鷹の掛そうつ／れ ／
（
38）
山本の岩もる水の淸 れは空行鷹のかけそうつれる
37
夜すゑよりよくならハして鳥や鷹の心あるこそ上手なりけれ／
（
39）
夜据よりよくなら してと鷹の心しるこそ上手也け
38
うき草の毛ともしらすとや鷹のおち羽をとりてうハ色を／見よ／
（
40）
うき草の毛ともしらすは鳥屋鷹の落羽をとりてうは色をみよ
39
うき草 其毛なみをハいひかへて榊の毛とハ神の贄たか／
（
50）
うき草のその毛なみをはいひかへて榊 もとは神 あら鷹
40
たなさきの手さきの毛より二ツめをなそふといふ 鳥や箸鷹／
（
41）
たなさきの手先 毛より二つめを しといふは やのはし鷹
41
夏山の茂るならしは落しかねは鳩の生餌をすこせ／とや鷹／
（
42）
夏山の茂るなら は落しかねははと 生餌をすこせとや
42
土餌にハうち毛かひな
ナ
く成な
れは鳥のまるゑをすこせとや鷹／
（
43）
土餌に しゝもかひなくなるなれは鳥の丸ゑをすこせとや鷹
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生なから大物入てとやの内に鷹のせいをハつくささらなん／
（
44）
生なから大物とやの内へいれて鷹のせいをはつくさゝらまし
44
樒つむ法 古寺鷹の居て鳩をこふもや心あるらん／※頭注…
(
朱
)
シキミ
（
45）
しきみつむ法の古寺鷹のゐて跡をこふもや心有覽
45
御法毛の鷹の羽かひにあるなれはとやをも寺といふへかりける／
（
46）
御法毛の鷹の羽かひにあるなれはとよらの寺といふへかりける
46
鳥やにかふ鷹の羽くきのかひなくハ扇の風にまかせてを見よ／
（
47）
鳥屋にかふ鷹の羽くきのかひなくは扇の風にまかせてもよ
47
紅の末つむ花の毛並みさへおとしかねたる夏 とや鷹／
（
48）
くれなゐの末摘花のけなみさへ落しかねたる夏のとや鷹
（
49）
卯花のけなみもし き箸鷹のすへて歸るそ夕暮の山
秋
　
五十種／
秋部五十首
1
一葉より後は梢にゐる鷹の心のまゝにわたる秋やま／
（
1）
一葉より後は梢にゐる鷹の心のまゝにわたる秋やま
2
霧くらき高ねのをちをなかむれハ鷹かけるらんさはく／むら鳥／
（
2）
霧くらき遠の高根をなかむは鷹かけるらんさはく村鳥
3
狩く す鷹より後になく鶉月にね をたかへてもみ ／
（
3）
狩くらす よりのち なくうつら月にねくらを尋てもみよ
4
ほの〳〵と露より出るかた鶉鷹に かれぬ涙な けり／
（
4）
ほろ〳〵と露より出るかた鶉鷹にのかれぬ泪なる ん
5
唐衣に鷹狩してかへるには露置わたるそてのうへか ／
（
5）
から衣こた して歸 には露をきわたす袖の上哉
6
色かへぬ八千代の秋のしほ鷹の白玉椿習てそぬる／
（
6）
色かへぬ八千代の秋のしほ鷹のしら玉椿ならひてそぬる
7
秋の霜ふるやましろの鷹すへて虫鳴墅邊に分そ入ぬる／
（
7）
秋の霜ふるやましろのたかすへて虫なく野へに分て入哉
8
鈴虫の衣手さむしもろ鶉鷹羽風をいとひてそ鳴／
（
8）
百結ひ衣手さむみもろうつら鷹のはかせをいとひてやなく
9
はら〳〵と木柴
（葉カ）
かつちる山里
に夕は鷹のわたるをそ／見／
（
9）
はら〳〵と木葉かつちる山里に夕へは鷹のわたるをやし
10
鷹飼の草深き墅に狩暮し猶鈴むしの声を社 け／
（
10）
鷹飼の草深き野にかりくらし猶すゝむしの聲をそふらん
11
夕されハ野に伏鶉聲たてゝ鷹飼いそく墅人の ち方／
（
11）
夕されは野邊に鶉の聲たえてたか飼いそく里の遠近
12
紫の毛なみも見えぬ朝霧に誰箸鷹を居て出らん／
（
12）
紫の毛なみもみえぬ朝霧に誰はしたかをすへて出らん
13
露そゝく草の花墅に分入て鶉尋る暮のはし鷹／
14
うら枯の車 輪たち草絶て一君か御幸 あとの箸
（
13）
から枯の車のわ り草たえ君 御幸 あとのはし鷹
15
柳散夕山風のふく時 鷹の心そおもひしらせん／
（
14）
柳ちる夕山風 吹 き 鷹の心そおもひしらるゝ
16
露のほる夕の のはし鷹ハ袖こ
ニ
そかしはふむ木ともなれ／
（
15）
露のほる夕の山のはし鷹はそてこそかしはふむ木ともなれ
17
すゝき毛に鷹き
ユキ
かへり帰るら
む上邊見えぬ夕やまのかけ／
（
16）
すゝき毛 鷹いくかへり歸らん上色みえぬゆふの山陰
18
箸鷹のしつえにしハしかくろひて露に たしき鶉をそ待ツ
（
17）
箸鷹のしつえにしは かくろひて露に たしき鶉をそ待
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／19
霧（朱） キリ
くらき
鵙（朱） モス
の草くき
墅
そ
れと
なく遠き山路を渡る箸鷹／
（
18）
霧くらきもすの草くきそれとなくとを 山路をわたるはし鷹
20
来る秋を我物かほに箸鷹の夕の嶺に羽ならしのかけ／
（
19）
くる秋を我物かほに箸鷹の夕の峯に羽ならしのかけ
21
すさましくこもつちこえの嶺よりも麓の野へに渡る箸鷹／
（
20）
冷しきこもつちこえ 峯よりそ麓のゝへ 渡るは た
22
はし鷹のはふさもはやく色付や秋の林をくゝるはし鷹／
（
21）
はしたか はふさも早く色付や秋のはやしをくると思へは
23
露さむきあしたの山 木居ハわかしめゆひし木いよりそ／たつ／
（
22）
露寒きあ の山 ゐ は我しめゆひし杜よりそたつ
24
かり金の涙の露やたまるらむ鷹の上毛 打しあるころ／
（
23）
飛雁の涙の露 そゝくらん鷹の上毛 うちしめりぬる
25
すさましき山よりをちを詠れは海こしにたゝ鷹そとふ也／
（
24）
冷しき山より遠をなかむれは海つらにたゝ鷹そ飛 る
26
狩暮すさほ鹿ならす箸鷹 山をハなれついつち行覽／
（
25）
狩くらすさをしかならすはし鷹の山をはなれていつち行らん
27
内所ある鷹と思はゝこつほなる水の露より身をそ くへ／
（
26）
ないしよある鷹と思はゝうほ る水の露にて身を濺くへし
28
ひと夜水一夜の契はし鷹の露のかことやかけて頼まん／
（
27）
一夜水一よのちきりはしたかの露のかことやかけて頼まん
29
菊の咲山路やよ所にか ふらむはとやの鷹の哀世の中／
（
28）
菊の露山路やよそに よふらんはとやの鷹の哀世中
30
紅葉せし山路を出るはし鷹は
ハ
（
29）
紅葉せし山路を出るはした
誰か紅をかけてきつらむ／
はから紅をかけてきぬらん
31
蛬鳴夕暮のさひしきに墅山はなれて鷹そとり
（ママ）
なる／
（
30）
きり〳〵すなく夕暮のさひしさに野山はなれて鷹そとふなる
32
一よつゝ鷹ゐる薗の呉竹を切つくしたる秋の明ほ ／
（
31）
一夜つゝ鷹ゐるそのゝくれ竹を切つくしたる秋の明ほの
33
うち けは犬をまかせにつかふへし秋を朝とのからき墅原に／
（
32）
うちつけは犬にまかせて遣ふへし秋の朝氣のくら 原に
34
口こはき馬と思はゝ鷹飼に秋の末野 ひかへてもみ ／
（
33）
口こはき駒とおもはゝ鷹飼秋のゝ末をひかせてもみよ
35
箸鷹 上毛 をける夜の露ハ夢にうつらのなく渡
（涙カ）
かな／
（
35）
はしたかの上毛にをける夜の露 夢にうつらのなく心かな
36
色かふる秋 林に鷹の居て人の心をたふらかしけり／
（
34）
色かはるあき 林にゐる鷹は人の心をたふらかしつゝ
37
穐あまたわ りもて行鳥の中にまきれぬ鷹ハ神の告
つけ
かも／
（
36）
秋あまたわたりもて行鳥の中に紛れぬ鷹は神の告かも
38
箸鷹の秋の水田 渡るこそ鳴村鳥の恨なりけり／
（
37）
箸鷹の のみつ田 渡るこそしきあしかもの恨なるらめ
39
秋かけてとや待鷹 有といへはをきゑの鳩のさそ歎らん／
（
38）
秋かけてとやまつ鷹 有といへは置ゑの鳩のさそ歎らん
40
秋かけて霜と落葉 ほろ〳〵とま ふ折こそ鷹渡る也／
41
誰か植し山のすそ墅ゝさゝれ萩荻吹風に鷹渡るなり／
（
39）
誰うへし山の末野のさゝれ萩そよ吹風に鷹わたる也
42
露なから折つたへた 鳥柴こそ忘
ワスレ
ぬ家の鷹飼の道／
（
40）
露なからおりつたえ としはこそ忘れぬ家の 飼の道
−49−
The Global Management of Nagano, Vol.1
43
柴（紫カ）
の袖をもゆるせ鷹飼の露の
古道せひさと思へは／
（
41）
紫の袖をもゆるせ鷹飼の露の故郷こひきと思へは
44
嵐にハ毛をもふかせし鷹かひの秋の墅遠く出るなり／とも／
（
42）
あらしには毛 ふか し鷹飼の秋の末野を出るなりとも
45
箸鷹の上毛 露を打拂ひ羽くきのよハき習をそ見る／
（
43）
箸鷹の上毛の露を打はらひ羽莖のよはきならひ やする
46
羽茎たゝ く成せは箸鷹に虫しろ草 露やそゝかむ／
（
44）
羽くきたゝよはくなりせは箸鷹にむししら草の露やそゝかん
47
露霜の林を出るはし は錦を着たる姿にそ似 ／
（
45）
露霜の林を出る箸たかは錦を着たる姿なりけり
48
鷹飼のうきを袂に顕して夕ハ露を置そかねたる／
（
46）
鷹飼のうきを袂にあらはして夕は露を置そふる哉
49
徒の咎にやならん箸鷹の狩場の秋 鳥のこゝろは／
（
47）
いたつらのとかにか らんはしたかの狩場の秋の鳥 心は
50
紅の山を出てハ箸鷹の秋の心にまかせてそとふ／
（
48）
紅の山を出て 箸た 心のまゝにかけりゆくそら
冬
　
五十種／
冬部五十首
1
神無月ならのは 飛越てはけしき雲に渡る箸鷹／
（
1）
神な月ならのは 飛越てはけしき雲にわたる箸鷹
2
浪の雪の散ぬる海に舩出してもろこしよりも渡箸鷹／
（
2）
波の雪に散ぬる海に舟出してもろこしよりもわたるはし
3
みと
（そカ）
れせし舟の底なるから枕
絶せす夢にむすふはし鷹／
（
3）
みそれせし船のそこなる梶枕絶す夢にもむこふはしたか
4
影寒き月に夕のとまり山鷹の上毛にあらしこそふけ／
（
4）
影さむき月 夕のとま 山鷹の上毛にあらし吹なり
5
初雪にみえぬ鳥柴を折ることも君か御幸に馴る鷹飼／
（
5）
初雪にみえぬとしはを折ことも君か御幸になるゝ鷹飼
6
百敷や大宮人の冬野にもすゑ出したる鷹の鈴音／
（
6）
もゝ敷や大宮人も冬野に 居出したる鷹の鈴音
7
内はなる鷹の心 床しくは氷のかゝみむかへてもみよ
（
7）
うちはなる鷹の心の床くしは氷のかゝみむかひてもみよ
8
かし鳥のそふそくする 小鷹なりたゝ大物に好さらめや／
（
8）
かし鳥 装束す は小鷹也只大物にこ まさらまし
9
すゑてたにしられぬ鷹の水鶏とひいか成方に鳥の立覽／
（
9）
居てたに らぬ小鷹のくゐなとひいかなる方に鳥の有らん
10
箸鷹の雲に けるを見へる
ル
か
カ
ら
ラ
にぬす立鳥の心かしこき／
（
15）
はしたかの雲 かけるを見るからにぬすたつ鳥の心かしこき
11
芹河や名のみハ雪にあらハれて鷹飼の来る道そふりたる／
（
10）
芹川や名のみは雪にあらはれて鷹飼のくる道そふりたる
12
鷹のとるこふし 内のぬくめ鳥こほるつまねの情
ナサケ
をそ／し
る／
（
11）
鷹のとるこふし 内のぬくめ鳥氷る爪根の情けをそ る
13
ほろ〳〵と木葉散くる山にこそ梢はなれて箸鷹のこゑ／
（
12）
ほろ〳〵と木葉ちりくる山にこそ梢はなれぬはしたか 聲
14
水寒き流の鴛をかりたてゝ空行鷹の心たけさよ／
（
14）
水寒き流のをしをかりたちて空行鷹の心たけさよ
15
菊衣かさぬる袖にはし鷹をすふる袂ハ霜そまかへる／
（
13）
菊衣かさぬる袖に箸たかの居るおりこそ霜まよふなれ
16
庭火焼神の御前 贄鷹を居なつけんとさする也
ナリ
けり／
（
16）
庭火たく神の御前にはし鷹を居なつけんもさすか也けり
17
甲（星カ）
うたふ夜半にすへうる赤鷹
（
17）
星うたふ夜半に居たるあら鷹
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もちハやの袂放しかたし／
をちはやの袂みなれえかたし
18
しそくさすつゐなの夜半に成ぬれはすふる鷹にて位をそ／しる／
（
18）
しそくさすついなの夜半に成ぬれは居る鷹にて位をそしる
19
いつゝある位なく
か
てハふか
カ
ハ
りの鷹をハすへぬ冬の御かり場／
（
19）
五ある位ならてはふかはりのたかを居ぬは冬の御狩に
20
松竹やこやすり衣重きて寒き墅面せに出る鷹飼／
（
20）
松竹をこやすり衣重ねきて寒き野もせに出る鷹かひ
21
霜枯の遠山す 箸鷹はかけ猶早くみえ渡りけり／
（
21）
霜枯の遠山すりの箸 はかけなをはやくみえわた 哉
22
降つもる山路の雪 いくかへりかへれはことし帰るはし／
（
23）
降つもる山路の雪に幾かへ歸れはことし渡るはした
23
箸鷹のをきゑなくすハ冬の宿かまへをしつゝ待てや みん／
（
22）
箸鷹のをきゑ らすは冬の宿かまへをしつゝ待てや みん
24
箸鷹の心につれて冬枯の墅を分つこそ悲しかり／けれ／
（
24）
箸鷹の心につれて冬枯の野分る社かなしかりけれ
25
おほかたの心なりせはさむき墅に鷹 きすゑて出しとそ／思ふ／
（
25）
大方の心なりせは冬のゝにたか引居て出しとそ思ふ
26
雪霜にはとやの鷹のつれなきハ山に求る巣もやある／
（
26）
雪霜にはとやの鷹のつれなきは山にもとむる藥もやある
27
これ程に寒き夜比の數をへてはと
と
やの鷹もいかゝさかへむ
／
（
28）
是程に寒きよ りの數をへてはとやの鷹のいかゝさかへん
28
雪積るひらかの鷹の猛きこそ
（
27）
雪つもる平か たけきこ
親のかたきも取へかり／けれ／
そ親のかたきもとるへかりけれ
29
冬野なるひらかの鷹の鳩に似ておやのかたきの鷲を／こそ／取レ／
（
30）
冬野なるひら の鷹の鳩にゝておやのかたきの鷲を社とれ
30
とをにみつ餘る尾並の鷹すゑて出るハ位たかき人哉／
（
29）
十にみつあまるをなみ 鷹すへて出るは位高き人かな
31
ふちしらふ鷹引すゑて春日墅ゝ雪にもちるや近鈴の音／
（
31）
ふちしらふ鷹引居てかすのゝ雪にもか や近き鈴音
32
大君の車の前をとをるにハ雪にも手そへいそけたゝ
（ママ）
かひ／
（
32）
大君 車のまへを通るにはゆきにもてそへいそけ 飼
33
陰寒き雪の林にむら馬
（ママ）
鷹飛影
にをとろきやする／
（
33）
陰さむき雪 林 む 烏たかとふ暮はねくらさためす
34
鷹のすむ森の梢 冬枯て鳥隠れん方そすく／なき／
（
34）
鷹の住もりの梢の冬枯て鳥のかくれんかたそす なき
35
あしよわき雉子は雪に走るらむ犬はなさせて急け鷹 かひ／
（
35）
足よはき雉子や雪にはしるらん犬はなさせていそく鷹かひ
36
雪をか の心に鷹かひのつれてや山にまよひきぬらん／
（
36）
雪をかむ の心に鷹飼のつれてや山にまとひきぬらん
37
降つもる雪にせき緒の跡みえて山を心の墅心の鷹／
（
37）
降雪につもるせきをの跡みえて山をや越ん野心のたか
38
雪霰ふると けふの鷹かひよあをらハきぬと思ひ知へし
（
39）
雪あられふると けふ 鷹飼にあをはゝきぬ 思ひしるへし
39
置そふる霜の白菅笠にぬふ鷹墅にハきぬ物と知へし／
（
40）
降そふる雪のしら菅笠にぬ鷹野にはきぬ物としるへし
40
箸鷹を寒き夜毎に引すゑてね
（
38）
箸鷹の寒き夜毎に引居てねふ
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ふらハむちの影やみせ／なん／
らはふちのかけやみせなん
41
水氷る田つら成とも駒の足よハたは鷹を合すへからす／
（
41）
水氷る田面なり共馬のあしの及はすは鷹あはすへからす
42
雪のちる鷹の置餌のからまくらもろこしよりも渡るとそ／しる／
（
42）
雪のちる鷹のをきゑのからとまりもろこしよりも渡 とそしる
43
冬枯の霜の林にはやふさの入は錦をさらすにそ似 ／
（
43）
冬枯の霜の林にはやふさのゐるは錦をさらす そ似る
44
冬野にも佐保の荒鷹心あれむまれ付ゟ山 わすれす／
（
44）
冬野にも猶あら鷹に心あれ生れつくより山はわすれし
（
45）
常盤なる梢 降るうす雪の色を移すや鷹の靑しろ
（
46）
雪の日は身に引そふる箸鷹のたなさきのは 白ふな らん
45
御狩せし交野ゝ原のはし鷹ハ雪に成まてたてる鈴音／
（
47）
御狩する交野 原のはし鷹は雪の降まて立るすゝ音
46
騎すきなる馬をはいとへ鷹飼の冬の水田の心しらすハ／
（
48）
氣色なる馬をはいとへ鷹かひよ冬の水田の心しらすは
47
水田にて取をくれなは箸鷹に丸觜
ハシ
をかへ冬の夕暮／
（
49）
水田にてとりをくれ は箸鷹のまろはしをかへ冬の夕くれ
48
風寒き日は深墅にハ入かた鷹の心を思ひしらす ／
（
50）
風さむき日 は古野にも出かたし鷹 心を思ひしらすは
49
頭には小山 さゝく箸鷹の霜雪にさへまけぬなりけり／
50
ほうしやうの毛なみをとをす鷹たぬき春待風にあはし／と
そ思ふ／終／
戀部五十首【五十首の鷹和歌掲出】雜部五十首【五十首の鷹和歌掲出】
※
 岡村知能氏所蔵『諏方流鷹書』の鷹和歌の本文については、／で改行を示した。
※
 岡村知能氏所蔵『諏方流鷹書』に見える鷹和歌の歌順は算数字のみで示し、群書類従第十九輯所収『後京極殿鷹三百首』に見えるそれは（
　
）
付きの算数字で示した。
　
右掲の対照表によると、両書においてそれぞれ対応する鷹和歌の表
現にかなり異同が見られる他、いくつかの鷹和歌については歌順がずれているなどの相違点が指摘できる。また、両書とも「春」 「夏」「秋」 「冬」から構成されている。しかしながら、それぞれの部立てにおいて、一方のテキストに掲載さ ているが、もう一方には見られないという鷹和歌がいくつか確認できる。具体的には以下 通り。①
　「春」
　
・
 岡村氏の鷹書に見える
14の鷹和歌が群書類従本には見えない。
　
・
 群書類従本に見える（
30） （
37） （
38） （
39） （
40）の鷹和歌が岡村
氏の鷹 には見えない。
②
　「夏」
　
・
 岡村氏の鷹書に見える
25の鷹和歌が群書類従本には見えない。
　
・
 群書類従本に見える（
21） （
22） （
23） （
49）の鷹和歌が岡村氏の
鷹書に見えない。
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③
　「秋」
　
・岡村氏の鷹書に見える
13
40の鷹和歌が群書類従本には見えない。
④
　「冬」
　
・岡村氏の鷹書に見える
49
50の鷹和歌が群書類従本には見えない。
　
・
 群書類従本（
45） （
46）に見える鷹和歌が岡村氏の鷹書に見えな
い。
　
このように、両書において所収されている鷹和歌の種類に異同が見
えるため、左記の表のように、部立てによって歌の合計数が異なっている。
岡村知能氏所蔵『諏方流鷹書』
群書類従第十九輯所収『後京極殿鷹三百首』
春
46首
50首
夏
47首
50首
秋
50首
48首
冬
50首
50首
　
以上のような比較的小さな異同以外に、両書にはもっと大きな相違
点がある。すなわち、群書類従所収本には、右記の対照表に引用した鷹和歌以外にも「戀部」
50首、 「雜部」
50首の合計約「三百首」の鷹
和歌が掲載されているのに対して、岡村氏の鷹書 右記の約「二百首」の鷹和歌のみしか見えない。そのため、同書は冒頭に「鷹四季のうた
　
攝政家二百首」と記して「二百首」であることを示している
が、これまで知られている藤原良経の鷹和歌集はいずれも「三百首」のものしか確認 きない
(
注８
) 。岡村氏の鷹書は、それを抄出した
ものであろう 。いずれにせよ、岡村氏の鷹書における右掲の鷹和歌本文の典拠となった伝本は現段階で不明であるが、かなりアレンジした体裁で引用されていることが予想されよう。　
㈡
　
岡村氏の鷹書―鷹和歌その②―
　
次に、 【後半】の二十七丁表五行目～三十丁裏十二行目に掲載され
ている鷹和歌部分について取り上げる。当該本文は『慈鎮和尚鷹百首』からの引用であることが冒頭で記されている。 『慈鎮和尚 首』もまた、いくつかの伝本が現存していることが確認できる（注
9）
が、ここでもやはり早くから知られ た群書類従所収の本文を取り上げて岡村氏の鷹書に見える該当本文と比較する。そ を通して、岡村氏の鷹書に見える本文 特徴を確認する。以下に両書におけ 当該本文の対照表を挙げる。歌順
岡村知能氏所蔵『諏方流鷹書』
歌順
群書類従第十九輯所収『慈鎭和尚鷹百首』
鷹百首
　
慈鎮和尚／
鷹百首
　
慈鎭和尚
1
霞あとも鷹のしら尾のあけほのに空 ふ そ目に近くなる／
（
1）
かすめとも鷹はしら尾の曙に空とふ鳥の目路近くなる
2
うき人ハない鳥かりの恋の山に鷹すへあけて何 かハせん
（
2）
うき人はおひとり狩の戀の山に鷹すへあけて何にかはせん
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はし鷹の遠山端に空かけて袖より拂ふ春のあけほの／
（
3）
箸鷹の遠山の毛に雲かけて袖より拂ふ春のあは雪
4
春の墅ゝすくほ 薄かるゝとて雉 ほつらに馴る鷹人／
（
4）
春の野にすく路 薄かるとりや雉子のほろゝに馴るたか人
5
狩暮し架ゆふ鷹のあしを に残れる雪もしらぬりの鈴／
（
5）
狩暮しほこゆふ あしを山に殘れる雪もしらねりの鈴
6
此ころハ秋の色にはあ ねとも空に尾花をちらす し／タカ／
（
6）
此比は春のけしきにあらね共空にけ なをちらすはしたか
7
とりかふも覚束なきハは 鷹のめ鳥つきする春のゆふ暮／
（
7）
とりかひも覺束 さは箸たかのめとりつきたる春の夕暮
8
来山 峯とひ越るはし鷹のますかき 羽やたゝに見ゆらん／
（
8）
この山の峯飛こゆるはし鷹のますかき はやたつにみゆらん
9
鷹人よ雪の小篠の一ふしのかりの此世は住うきとしれ／※
 頭注…慈鎭和尚天台宗青蓮院ノ宮先住也／蒙恋ハ松を時雨の染色そまくすか原に／風そゝくなり此歌請僧讀ぬはつなり／
（
9）
鷹人に雪のをさゝ 一ふしにかりの此世は住うきとしれ
10
〇世中ハ経尻うたれぬはし鷹のはつえにすかる心地こそすれ／
（
10）
世間はゑしりうたれぬはしたかのは枝にすかる心地こそすれ
11
いつそやハ野心ありしはし鷹のき羽に
ウ
つまてなるゝ見ゆ哉
／
（
11）
このころは野心ありし箸鷹に軒はうつまてなるゝまと哉
12
一よりに手かへる鷹のもちあ
（
13）
一よりは手歸る鷹のもちあか
かり家つとまてもめつらしき哉／
り家つとまてもめつらしき哉
13
鷹すへて交墅ゝ行幸春くれは只花をのみ狩暮しけり／
（
14）
鷹すへて吉野の御幸はるくれはたゝ花をのみ狩くらしつゝ
（
15）
箸鷹の鳥はこゝにとをしへ草に心をつくる犬のやりはな
14
はふ鳥にわなそゝあらむ物からと鷹すへあくる犬かひの草／
（
16）
はふ鳥にはなつまゝなる物からと鷹すへあくる犬のとひ草
15
山風の遠きかた墅ゝゆ き草鷹のおほえハ今そしらるゝ／
（
17）
山風は遠きかたのゝゆ き草鷹のおほえは今そしらるゝ
16
天川渚 苫屋これならむ交野ゝ里の屋形尾の鷹／
（
18）
天川なきさのとまやこれならんかたのゝ里 またら尾の鷹
17
はし鷹の身より心を尽すこた
タ
さ
サ
きの世のむくひ也けり／
（
19）
はし鷹のみより心をつくすそたなさきの世 むくひ成けり
18
狩こ
コ
むる鳥ハにかさし秋草の
上に鷹とふ鷹のみさしゐ／
19
箸鷹の木居 る枝やかゝるらん槙の葉隠散桜かな／
（
20）
箸鷹の木居とる枝やかゝるらん槇の葉かくれ散櫻かな
20
いつまてかゆるりく りと鷹たぬき逢ぬおもひに身をつくさまし／
（
21）
いつまてかゆるりく りと鷹たつね逢ぬ思ひに身を盡さまし
21
恋せしと思ふ心そ恨めしき忍ふの鷹のいとけなき身を／
（
22）
戀せよと思ふ心そうらめしき忍ふの鷹のいとけなき身を
22
△餌袋に兎 か ら鳥のくひさかなにせしハむかし りけり／
（
23）
餌袋にうさき かしら鳥の首さかなにせ は昔なり鳧
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※ 頭注…今不審ありしゆへ心を壽せれば／何もよめるとあり夫ゟ鷹の哥ヲ／ み御不審はれ候也／
23
鷹人は姿にしるし打懸に狩杖帽子はゝきまへかけ／
（
24）
鷹人はすかたにしるし打かけにとり杖ほうしはゝきまへ掛
24
穂に出る薄かもとの小鷹狩かさす袖より露そこほるゝ／
（
35）
ほに出る薄かもとの小鷹かりかさす袖よ 露そこほる
25
うれしやな只一
ト
よりにとりか
ひぬことし始てつかふ箸鷹／
（
36）
嬉しやなたゝひとよりにとりかひつことし始て使ふわか鷹
26
はし鷹の心のうちをおも にはつかふ時 そ山帰すれ／
（
89）
箸鷹の心のうちをおもふにはつかふ時こそ山わ れすれ
27
△餌袋に れかはきたる古置餌さしてようなき身をも拾えぬ／
28
狩行くと人はとかめす信濃なるみさ山本の諏方の贄鷹／
（
37）
狩行に人はとかめそしなのなるみさ山鳥のすはのにへたか
29
百鋪
（敷カ）
の日次の贄をたてむとや
交墅ゝ禁墅狩声そする／
（
38）
もゝ敷の日なみ にへをたてんとや交 ゝ禁野狩聲そする
30
野沢なる鴫府の鷹の夕鳥狩口餌かハむに何こし
そ本ノマゝ
／
（
39）
野澤なるしきふの鷹の夕をりくち餌かはんと水な濁しそ
31
贄狩の日並の八日木にけりと初とや出しの鷹のかり衣／
（
40）
にへかりの日なみのけふはきにけりと初とや出し 鷹の狩衣
32
鷹すへて独居明す泊り山恋の夜床の心地こそすれ／
（
41）
鷹すへて獨居あかすとまり山こゐの夜床の心地こそすれ
33
△御狩人野され若鷹山帰思ひ〳〵に手にすへて行／
（
43）
みかり人野され若鷹山 へりおもひ〳〵に手にすへにけ
34
狩人の鳥架に鷹を繋く夜ハ泥障の枕鞍のそひ鞭／
（
42）
狩人のとほこに鷹をつなく夜はあふりの枕くらのそひふし
35
あすよりハ手にやたまらむあら鷹の山忘
ハスレ
する架のふる
ル
まひ
／
（
44）
あすよりは手にやたまらん新鷹の山忘れするほこのふるまひ
36
しら浪の立田の山にあらねとも ハしぬすたつ鷹の追鳥／※
 頭注…（朱）此哥の下の句両説故不定
※
 頭注…ほや祭鳥や出ての鷹を居たしてかまは ふさ御鷹なる／らん
※
 （朱）この鷂や御たかなるらん／
（
56）
白雲のたつたの里にあらねともしはしぬすたつ鷹のおひ鳥
（
55）
手にこほれはやれはたかを引居てみよりの袖はうち雪もなし
37
兎野に鳥ハのかれし峯越の尾かさす
しトモ
かゝる鷹のもちり羽／
（
57）
とさまより鳥はのかれし峯越のおかたにかゝる鷹のも り羽
38
箸鷹のもとをる
りイ
山のつちの音
とやかまへする人やあるらむ／
（
58）
箸鷹のもとをり山の鈴の音にとやかまへする人やあるらん
39
はなれえぬ世ハかゝりけむ餌袋に置餌の鷹の山忘して／
（
59）
放れえぬ世はかゝりけり餌袋のおきゑにたかの山忘して
40
鷹は木居犬ハ荒とふ鳥なれば草にも伏さす立としもなし／
41
懸落す鶉の床の草ふかみ今社みつれ鷹の出木居／
（
60）
かけとをす鶉の床の草ふ み今こそみゆれ鷹 ゑこひよ
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42
あふ事ハ安達のゝへのかたうつらこゐする鷹 暮な頼ミそ／
（
61）
逢事は有乳の野へのかたうつらこひする鷹 くるゝたのみそ
43
箸鷹の老曽の森にあらねとも耳かたけなる人のふるまひ／
（
62）
箸鷹のおひその杖にあらねともみゝかたけなる人のふる舞
44
小鷹狩鶉の床に宿るらむ暮行墅への草ふかくとも／
（
63）
小鷹狩鶉の床に宿からん暮行のへは露ふかくとも
45
ひねりする鷹の藤ふ 春暮て鳥屋かま する夏ハ来にけり／
（
45）
ひねりさす鷹の藤ふち春暮てとやかま る夏は來に り
46
箸鷹のみとりの草をあされとや物あひしるき犬の墅廻り／
（
90）
はし鷹のみとりの草をあされとやものあひしけき犬の野かはり
47
はし鷹のこれも只こ のつもりかと思ふ時こそも 雀すれ／
（
47）
はしたかの聲に餌こ のつもるかと思ふ時こそもみ雀すれ
48
尾上よ 引こす鳥のつかれをハ鳥喚にこそ又はしらる
（
48）
おのへより引こす鷹の疲れはをとさけひにこそ又はしらるれ
49
冬枯の真柴ならしは打たゝき鷹すへならす小墅ゝ狩人／
（
49）
冬枯の槇のなら柴うちたゝき鷹の枝ならす小鷹狩人
50
鳥柴おち鈴つけの尾ハ長けれとふけるそふしき鶉符の鷹／
（
50）
としはより鈴付 おはなかけれ にけるそ憎き鶉ふ 鷹
51
狩立る霞の上の夕雲雀鷹も雲入るこゝ地こそ れ／
（
51）
狩立る霞のうへの夕ひはりも雲ゐの心地こそすれ
52
鷹人の外山にかた 雲の雪道ふみ分て鳥立をそ見 （朱）こそ／
（
52）
鷹人は外山にかゝる雲雪の道ふみ分てとたちをそす
53
はし鷹のす
鈴
ゝふる雪や雲るら
む槙の梢に風の音つれ／
（
53）
箸鷹の鈴ふる雪や是ならんまきの梢 風の音すれ
54
すへ鷹のたゝさき 羽に春さらて笠の端白き雪の曙／
（
54）
すへたかのたなさきの羽にはかされて笠 はしろ 雪の曙
55
うちつけにやかて犬こそかみにかめ山口しろく鳥や立らん／
（
12）
ひとよりに けは犬こそかみにけれ山口しるく鳥やあるらん
56
押並て雪の古葉のみえにけり墅されの鷹 鳥の落かた／
（
25）
をしなへて雪はふる羽にみえにけり野されの鷹の鳥の落草
57
はし鷹のそうとハかりは見ねとも雪 降野ゝあけほのゝ空／
（
26）
箸鷹のそことはかり しらねとも雪 ふ 袖明ほ ゝ空
58
風吹はさむき狩
カリ
場のそはミ鷹
拂すとても袖の ら雪／
（
27）
風吹はさむき狩場のそはみ鷹はらはすとても袖 白雪
59
山おろし雪や霙
ミソレ
の夕暮に鷹ハ
手ふるひわれハ身ふるひ／
（
28）
山風やゆきやみそれの夕暮は鷹はたふるひ我は身ふるひ
60
鷹場なる野にハふさしと夏鶉命のはてはなつ草の陰／
（
29）
たか場なる野に ふ しと夏鶉命つゝれは夏草のかけ
61
たか人 杦
松
にたちよるむらし
くれしハしすこすも久しかりけり／
（
30）
鷹人の松に立よ 一時雨しし過すも久しかりけり
62
たか
カ
ますよ遠山鳥のしたり尾
のな 〳〵しさにけふの親鳥／※頭注…鷹
（
31）
たのますよ遠山鳥の た尾のなか〳〵しさよけふの足緒鷹
63
〇鈴ならす犬の頭にもとをれて駒を ふる小鷹狩哉鈴ならす犬の頭にもとをれて
（
33）
鈴ならす犬のかしらにもとをれて駒をならふる小鷹かり哉
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／64
△片藪にむすほゝるともへをさゝむ心もしらぬつみのわか鷹／
（
34）
かた藪にむすほゝるともへをさゝん心もしらぬつみの若鷹
65
小鷹場にしとゝにあかりとらハれて滋み小鳥の声のみそ／する／
66
はし鷹を手放すけふの御鷹場のかさむね鳥を家つとに／せん／
（
32）
箸鷹を手ならすけふの御狩場はかたむね鳥を家つとにせん
67
犬飼の鷹場に出 かりはかまたすけハ人の古慮なりけり／
68
いくらとも見えぬなす墅ゝ鷹かり罪もむくひも後の世の為／
（
64）
いくらとも見えぬなすのゝ小鷹狩つみもこのりも後の世の爲
69
都人手をもそらさぬ心地してあかけの鷹のあるゝ墅 な／
（
67）
狩人の手をもそらさぬ心地してあかけの鷹のあく時 なし
70
朝鳥狩 さ出よしと鷹場な
な
る
しのゝは草を打懸にする／
（
68）
朝とかり てはふしと鷹場なるしのゝは草を打かけにして
71
たかかひ 箸に火ともす今夜より心も解ぬ片枕すれ／
（
69）
たかかひのはしに火ともす今夜こそ心もとけぬ た枕すれ
72
あなにくややかて餌 なる村雀子につたへても笑な笑そ／
（
71）
あな憎やや て餌になるむら烏子につたへ 鷹ナわらひそ
73
忘（朱） ハスレ
めや遠山もとのかたかへ
りのき の草の鷹のみより羽
（
70）
忘れめや遠山もとのかたかへり軒端の草の鷹のもとりは
／
74
それ鷹の雪の梢のむら烏朝わらひしてもちにかゝれる／
（
72）
それたかの雪の梢の村からすあたわらひして枝にはなるれ
75
赤毛
ふ
かと思ひしかとも雪の日
は符かハり けるましらふの鷹／
（
73）
あかもかと思 か共雪 ひは符替してけるま らふの鷹
76
雉子こそ命継尾に成にけり鷹場帰の夕暮の空／
（
74）
雉子こそ命つき尾になりにけれたかはかへりの春の夕暮
77
とらせしそ悔しかりける小鷹場の
樀
（朱） ウツキトモ
■ハシトモ
の紅葉
鵙（朱） モス
の草く
き／
（
75）
とらせてはくやしかりけり小鷹狩はしの紅葉のもす 草くき
78
かけ鳥をおひその森の夕時雨月にかゝるへきつミの若
（
91）
かし鳥をおひそ 森の夕時雨身にかゝるへきつみの若た
79
床もなき刈田の鴫そ哀なる今夕くれの鷹の餌そかし／
（
76）
床もなき り田のしきそ哀なる此夕くれの鷹のまろ
80
立鳥の尾花をちく
テ
す箸鷹の草
とる時もあからめいなき／
（
77）
たつ鳥の毛はなをちらすはし鷹の草とる時そあたらみはなき
81
月残る狩場の雪
ユキ
のしろ
ラ
鷺をの
か（ママ）
けにても身をや隠さん／
（
78）
月殘るかりはの雪のしら兎をのか影にや身をかくすらん
82
松の木にかゝる藤ふの鷹みれはつかふ人まて万代や経む／
（
79）
松のもとにかゝる藤ふの鷹みれはつかふ人まで萬代やへむ
83
をき なすは
は
し
し
鷹の巣のいけ
鶉網にもかゝるうき命かな／
（
80）
もき放つ鷂つめのいけうつら網にもかゝるうき命かな
84
山鳥の尾上の松を来て見れハ鈴はへたてぬ鷹のならしは／
（
81）
山鳥の尾上の松をきてみれは鈴はへたてぬ鷹のならしは
85
陸（朱）
奥ミチノク
の信
（朱）
夫シノフ
の鷹のめつらし
（
82）
みちのくのしのふ 鷹の り
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く都の山に年をへむとハ／
そめに都の山も年をへんとや
86
鶉な 床 風烈しさに手放もせてかへる鷹人／
（
83）
うつらなく鳥籠の嵐はけしさに手はなちもせて歸る鷹人
87
あら鷹も手馴る程に末をもつ駒に鞍をけ 放して見む
（
84）
新鷹も 馴るほとに居をかす馬にくらをけつかひてをみん
（
85）
とや藪はふませたれと 箸鷹の鈴おさめする夏そ來にける
88
心よくことしハなりぬ鳥や出のあかけの鷹の木居の手もろさ／
89
身にそへて手馴ル時そ箸鷹恋ハして見す何にたとへん／
90
春の墅につかひ尽して箸鈴納する夏ハきにけり／
（
86）
春の野もつかひ盡してはし鷹の身にやすけなる事そすくなき
91
されハにや墅されの鷹の山か
わ
へ
す
り
れ
年〳〵へても帰る思へは
／
（
88）
され羽にや野されの山を忘るらんとしちみつくる鷹の藥飼
（
92）
籠ぬけする太山の鷹の捨かひをうかれ烏やいかにしるらん
（
93）
荒鷹 七日なゝ夜に りかはゝみとりをほこにうつす也けり
（
94）
はし鷹の尾上引こすひたり羽に見ぬ落草のとたちをそしる
（
95）
はし鷹の四毛ふくまて辻風にたなれの駒をたてそかねぬる
（
96）
高根より麓 原に飛さかりつ
まこゝろみの羽くらへのたか
（
97）
山越るつかれのとりの落草をつなくや鷹のほこ羽なる ん
（
98）
淀よりも交野に よふか 人の舟にのせたる屋かたお 鷹
（
99）
はし鷹のこもつちこえ 一もちり取にもとらすおもしろの羽や
（
100）
箸鷹の升かき 羽をとふ時はやへ羽 きしもたまらさ けり
（
101）
雪ふれは身に引そふる箸たなさきのはやしら なるらん
（
102）
陸奥の忍ふの鷹を手にすへてあたちか原をねるはたか子そ
92
いつる
れ
又逢事あらむはし鷹の
餌忘
ハスレ
飼のけふの秋とは／
93
暮る共帰らん物を小たかゝり一夜ふしみの袖の敷ねハ／
（
65）
暮るともかへらしもの 小狩一夜ふしみに袖はしくとも
94
夏草の茂みか原も過にきと鈴さしそむる秋の箸鷹／
（
87）
夏草のしけみか原も過にきと鈴さしそむる秋のはしたか
95
狩くら 帰る交墅ゝ花う
ウ
つほ
かさしや鷹の手にもたまらす／
（
66）
狩くらしかへるかた ゝはなうつほやさしやた の〔マヽ〕
96
はし鷹のしからみ 落草を心得かほのいぬのふる／まひ／
（
46）
箸鷹のとかしらしむる落草を心得かほに犬のわけ草
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終／はし鷹の身よりたゝ先定らす大宮人は右に居けり／はし鷹の身より手先を知りたく 二つ 家をたゝしてそ聞／※
 頭注…野守／はし鷹の墅守の鏡ゑてしかな／思ひ思はすよそなから見ん
右慈鎭和尚鷹百首以山永恭藏本書写校合畢
※
 岡村知能氏所蔵『諏方流鷹書』の鷹和歌の本文については、／で改行を示した。
※
 岡村知能氏所蔵『諏方流鷹書』に見える鷹和歌の歌順は算数字のみで示し、群書類従第十九輯所収『慈鎭和尚鷹百首』に見えるそれは（　
）付きの算数字で示した。
※
 岡村知能氏所蔵『諏方流鷹書』に見える〇及び△はすべて朱書。
　
右掲の対照表に見える通り、やはり両書においてそれぞれ対応する
鷹和歌の表現には相当の異同が見られる。しかも、対応している鷹和歌の歌順にもかなり大きなずれが確認さ さらに前半部分と同じく、一方のテキストに掲載されているが、もう一方には見られないいう鷹和歌がいくつか確認できる。具体的には以下の通り。・
 岡村氏の鷹書に見える
18
27
40
65
67
88
89
92の鷹和歌が群書類従本
には見えない。
・
 群書類従本に見える（
15） （
55） （
85） （
92） （
93） （
94） （
95） （
96）
（
97） （
98） （
99） （
100） （
101） （
102）の鷹和歌が岡村氏の鷹書には見え
ない。
　
そのほか、岡村氏の鷹書は、 「はし鷹の身よりたゝ先定らす大宮人
は右に居けり／」と「はし鷹の身より手先を知りたくは二つの家をたゝしてそ／聞／」という二首の鷹和歌が追加の体裁で掲出されているが、群書類従本には該当する鷹和歌は確認できない。さらに岡村氏の鷹書には頭注の記事がいくつか確認できる。それらは記載 れている位置から判断して、
6
22
36
62及び追加の和歌の二首目の項目に記
入したが、そのうち
62を除いて、注記の内容は必ずしも該当項目の和
歌の注釈に限定されるものではない。また、やや文意のと にくい述や関連性が不明な鷹和歌などが掲出されていて、当該テキスト特有の記事内容となっている。以上の特徴を踏まえる 、岡村氏 鷹書における後半部分の鷹百首の本文もまた、相応に独自な引用方法で記載されてい ことが窺えよう。おわりに　
以上において、諏訪藩に仕えた鷹匠の岡村氏伝来の鷹書に見える
『後京極殿鷹三百首』 『慈鎮和尚鷹百首』から引用された鷹和歌群について検討してきた。そもそも、鷹匠に伝来 鷹書に当該の鷹和歌集が含まれている事例は珍しく、管見において他に確認できない。本稿では、そのような鷹和歌の本文を取り上げて全文を紹介しつつ、群書類従本との比較を通じ その特徴を考察した。そ 結果、岡村氏 鷹書に見える鷹和歌群は、独自の体裁で引用されていることた。このことから、鷹匠が鷹和歌（鷹百首類）を伝来す 際、やや恣
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意的に本文を扱っていたことが窺えよう。このように、近世期に流布した鷹匠所縁の鷹書群において、流派に関わる言説については相応厳密な位相があったのに対し（注
10） 、鷹和歌については無作為に伝
来していたことは注目に値する。と同時に、中近世期において、鷹和歌（鷹百首類）のテキストが伝播する実態を考える手掛かりとしても、岡村氏の事例は有用であろう。その他、当該書の別の部分の叙述との関連性や岡村氏伝来の鷹書全体 意義付けなど ついては今後課題 したい。【注】（
1）　
二本松泰子『中世鷹書の文化伝承』
(
三弥井書店、二〇一一年
二月
) 、同『鷹書と鷹術流派の系譜』
(
三弥井書店、二〇一二年二
月
)
など。
（
2）　『御家中知行附並御藏帳
　
元禄九年』
( 『復刻諏訪史料叢書
　
第
五巻』所収、諏訪教育会編、ほたる書房、一九八四年十一月
) 、
『分限明細記
　
元禄年中』
(
同
) 、 『御家中御人數帳
　
寶暦三年五
月』
(
同
)
など。詳しくは、二本松泰子「鷹匠と鷹書制作
(
上
)
―諏訪藩の鷹匠伝来の新出資料を手掛かりに―」
( 「信濃」近刊掲
載予定
)
参照。
（
3）　
前掲注
(
２
)
の二本松論文。
（
4）　
前掲注
(
２
) 
二本松論文及び二本松泰子「鷹匠と鷹書制作
(
下
)
―諏訪藩の鷹匠伝来の新出資料を手掛かりに―」
( 「信濃」
近刊掲載予定
) 。
（
5）　
前掲注
(
４
)
の二本松論文。
（
6）　
遠藤和夫「和洋女子大学附属図書館本『鷹三百首註』小考」
( 「和洋國文研究」第三十号、一九九五年三月
) 、同「 『京極摂政鷹
三百首』につきて」
( 「和洋國文研究」第三十一号、一九九六年三
月
) 、同「校訂『鷹三百首
(
摂政太政大臣
) 』(
上
) 」( 「和洋女子大
学紀要・文学編」第三十六号、一九九六年三月
) 、同「校訂『鷹
三百首
(
摂政太政大臣
) 』(
下
) 」( 「野州國文學」第五十八号、
一九九六年十月
) 。
（
7）　
山本一「鷹百首類伝本概観の試み」
( 「調査研究報告」第十八
号、一九九七年三月
) 、同「鷹歌をめぐる二、 三の考察」
( 『日本文
学史論―島津忠夫先生古稀記念論集』所収、島津忠夫先生古稀記念論集刊行会編、世界思想社、一九九七年九月
) 。
（
8）　
前掲注
(
６
)
及び
(
７
)
の他、山本一「鷹歌文献序説―肥前嶋
原松平文庫蔵「鷹和歌集」 「鷹百首」の検討を中心に」
( 「研究と
資料」第五十六号、二〇〇六年十二月
) 、同「 「やまひめに」類鷹
百首の伝本について」
( 「金沢大学人間社会学域学校教育学類紀
要」第二号、二〇一〇年二月
) 、同「天正十九年写「やまひめに」
類鷹百首の解題と翻刻」
( 「研究と資料」第七十号、二〇一三年
十二月
) 、三保忠夫『鷹書の研究―宮内庁書陵部蔵本を中心に―
上冊』第二部第一章「公家 関わる鷹書」第四節「藤原
(
九条
)
良経」
(
和泉書院、二〇一六年二月
) 。
（
9）　
前掲注
(
８
)
の三保著書第二部第一章「公家に関わる鷹書」第
三節「慈鎭」 。
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（10）　
前掲注
(
１
)
二本松著書『鷹書と鷹術流派の系譜』第二編「鷹
術流派の系譜」 ・第三編「鷹術流派の展開」など。
【付記】　
二〇一八年末、本稿で取り上げた鷹匠文書をご貸与くださった岡村
知能氏がご逝去されました。生前のご厚情に深く感謝申し上げるとともに、ご冥福を心よりお祈り申し上げます。　
また、本稿をなすに当たり、神長官守矢史料館の柳川英司氏と守矢
早苗氏には格別のご高配を賜り 併せて感謝申し上げます。　
なお、本稿は、二〇一九年～二〇二一年度科学研究費補助金（基盤
研究（Ｃ） 「中世から近世にかけての放鷹文化における鷹書の体系化を目指す研究（課題番号
１９Ｋ００３２５） 」による研究成果の一部である。
《Abstract》
FalconryinthemedievalperiodtotheearlymodernperiodinJapanwasentirelycarried
outbysamuraiwarriors.Hence,falconryatthattimecanberegardedassamuraiculture.In
thispaper,wefocusontakasho,orbooksonfalconry,inordertounderstandthetrueimage
offalconryasapartofthissamuraiculture.Inotherwords,weconsiderthe takasho(new
material)handeddowntoMr.Okamurawhoservedforgenerationsasa falconerof the
Suwaclan in theearlymodernperiod, and introduce the “GokyogokuDonoTakasan
Hyakushu” and “Jichin Kasho Taka Hyakushu” books cited in it, and study the
characteristics throughacomparisonwith text in the saidbook included in “Gunsho
Ruiju(CollectionofJapaneseclassicssortedbytype)”.Asaresult,theTakawakaseenin
theMr.Okamura’s takasho was characterizedby strongarbitrary elements and itwas
estimated that thisbook is obsolete andnot asvaluable in thehandingdownof the
Takawakacollectionforfalconry.Further,thisstudypresentsanewcasestudyofthespread
ofthetextsoftheTakawakacollectionthroughfalconry.
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